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概要：メタバースはさまざまな人生経験をコンテンツ化して共有できる場であり，同時にさまざま

な人生経験が展開される場でもある．さまざまな経験やメタバースで起こる出来事を記録し共有す

る方法論を確立していく上では，事実を記録することを目的としながらも，表現者の視点や意図が

組み込まれて作成されるドキュメンタリーの方法論が参考になると考えられる．本セッションでは，

ドキュメンタリー制作者を招き，制作者が何を意識してドキュメンタリーを制作しているかを共有

していただいた上で，メタバースにおいて人生経験を記録・共有する方法論について一緒に考えて

いく．   
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